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こ の調 査 は ， し た ．

資料が 少ない 現状 に鑑 み，その一資料を得 ること，あわ，

せて，生活水準 と栄養 摂取状態との関係を明らかにし，

こんご の栄養改善 への方向 と階梯をさがし出そ うとした

ものである。‘

以上 の目的 から，わが国 の中，上 層に属するこ とが明

らかに 戈れた女 子大生 の家庭を 調査対象に とりあげ, 進

絡する ３日

つて調査し，その結果を「国民栄養調査」成績

月全国値）その他の資料 と比較した。

よ

(同 年同:

その結果 ，上 層家庭の栄養 摂取状 態はレ 国民一般にく

らべても，また所要栄着量と比較 して 乱 相対的 にも絶

対的にもすぐれ ていることが明らかにな った。そ こで次

には，主 要栄養素ならびに主要食品別に，良好な栄養畏

取状態をもたら した摂取乃至消費 の実態を 明らか にする

ことに努 めた。その結果 は，例えば脂肪にあって は，高’

級不飽和脂肪酸 のV.F. 効果 の点から当面望 ましい とさ

れる１人１日30  g を突 破し，主食 の代置などの点から

「最も望 ましい」 とされる１人 １日50  g にせまる37  g･

の脂肪をいか なる形で とっ てい るかか明らかにさ れたか

る。上 層において

は野菜は主 としてv.c 源として利用され,  V.A 源, Ca.

源としての意義は低く，それらは乳製品その他に よって。

充 たしてい るこ とは一般と著し く異なる点であ る。


